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   外干しができずに洗濯物が乾きにくいと
きは、乾燥機を利用すると便利です。その
ときにちょっと気をつけたいことがありま
す。乾燥機の中に油分の付いたタオルを入
れたまま放置すると火が出ることがありま
す。油の残った布が自然発火するメカニズ
ムをまとめてみました。

■自然発火の原因は
　次のような条件が揃うと布が自然発火す
ることがあります。
１. 油がマッサージオイルなどの植物由来

であること。
２. タオルの繊維の奥にまで油が浸み込み

洗濯でも油が取り切れない。
３. 乾燥機の中で温かいままタオルがまと

まった状態で放置される。

〇油の種類の影響
美容に使われるマッサージオイルには植物

由来の油が多く用いられます。オリーブ油、
アーモンド油、グレープシード油などが代
表的です。また、食用油としてもサラダ油、
ひまわり油など植物由来の油があります。
　これらの油は共通の特徴としてリノール
酸、α－リノレン酸などの不飽和脂肪酸を
多く含んでいます。不飽和脂肪酸は動植物
由来の油に含まれていて、機械油など鉱物
由来の油には含まれていません。
　不飽和脂肪酸は炭素同士の二重結合を持
つので、空気中の酸素によって酸化反応が
起き、その際に発熱します。

〇布の状態の影響
　マッサージオイルを使った後、余分なオ
イルを拭き取ったタオルはマッサージオイ
ルを多く含むため、洗濯をすると木綿繊維
の表層の油分は洗い流せますが、繊維の奥
に浸み込んだ油分の一部は残ることになり
ます。
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　タオルなど木綿の製品の発火温度を表１
に示しました。乾燥機の運転温度は業務用
でも 160℃ですので布が焦げたりすること
はありません。また、乾燥運転中は空気が
循環しているので内部の温度が高くなるこ
ともありません。
　一方、乾燥した布が温かいまま積み重な
るなど、まとまった状態で放置されると、
布は空気を含んでいるので、不飽和脂肪酸
の酸化反応は促進されます。乾燥して積み
重なった布の中心部は保温・遮熱されてい
るので、酸化反応が始まると急速に温度が
上昇して、発火温度の 495℃を超えると発
火することがあります。

〇食用油を新聞紙やボロ布などに
　吸わせて廃棄
　食用油にも不飽和脂肪酸が含まれていま
す。新聞紙やボロ布に油を吸わせた場合も
空気中の酸素による酸化反応から発熱し、
熱が逃げられない集められた状態では、発
火点を越えて火が着くことがあります。

〇塗料やワックスの浸み込んだ布や紙
　も注意
　不飽和脂肪酸は、亜麻仁油などとして塗

料やワックスにも
使 わ れ て い ま す。
亜麻仁油は乾性油
とも呼ばれ木材の
素材感を活かした
塗料やワックスに
使われています。不要な部分を拭き取っ
た布や紙製のウェスに浸み込んだ亜麻仁油
が、不飽和脂肪酸が酸化することにより発
熱し、集めて置かれると熱が逃げられずに
布や紙の発火点を越える温度となり、火が
着くことになります。

■布などからの自然発火を防ぐには
１．温度の高い状態で放置しない。
２．油の残った布などを密集させて放置、  
      保管をしない。
３．汚れた布などを廃棄するときは水を十
      分に含ませて乾燥をさせない。

　マッサージオイルを愛用している、食用
油を使った、床のニス掛けをしたなど動植
物系の油を使い余分な油を布や新聞紙など
で拭き取ったときには、「火のないところ
から火が出る」可能性のあることを思い出
してください。


